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埼経協ニュース412号

八
月
二
八
日
㈬
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
小
ホ
ー
ル
に
て
、
埼
玉
県
経
済
六

団
体
（
埼
玉
県
経
営
者
協
会
、
埼
玉
県

商
工
会
議
所
連
合
会
、
埼
玉
県
商
工
会

連
合
会
、
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
埼
玉
経
済
同
友
会
、
埼
玉
中
小
企

業
家
同
友
会
）
主
催
、
埼
玉
県
産
業
文

化
セ
ン
タ
ー
共
催
で
「
東
京
2
0
2
0

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
盛
り
上

げ
る
講
演
会
」
を
開
催
し
、
四
三
〇
名

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
埼
玉
県
商
工
会
議

所
連
合
会

佐
伯
鋼
兵
会
長
か
ら
ご
拶

が
あ
り
、
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会

副
委
員
長

髙
橋
秀
文
氏
よ
り

「
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

成
功
に
向
け
て
〜
共
生
社
会
実
現
へ
の

道
〜
」
と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

講
演
で
は
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
失
わ
れ
た
も
の
を
数
え

る
の
で
は
な
く
、
残
さ
れ
た
機
能
を
最

大
限
に
活
か
す
」
を
体
現
さ
れ
て
い
る

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
を
映
像
や
写
真
を
使

っ
て
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は「
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」

で
あ
る
の
に
対
し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は「
社
会
変
革
の
祭
典
」で
あ
り
、
人
々

に
気
付
き
を
与
え
、
共
生
社
会
実
現
の

絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
熱
く
語
る
と
と

も
に
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
後
の
共
生
社
会
実
現
を
目
指
し
て
頑

張
り
た
い
と
話
を
結
ば
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
埼
玉
県
出
身
フ
リ
ー
キ
ャ
ス

タ
ー
の
堀
尾
正
明
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
お
迎
え
し
、
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト

車
い
す
ダ
ン
ス
の
萬
木
信
也
氏
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
の
平
澤
奈
古
氏
、
ブ
ラ
イ
ン

ド
サ
ッ
カ
ー
の
葭
原
滋
男
氏
、
水
泳
の

木
村
敬
一
氏
、
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会

髙
橋
副
委
員
長

の
5
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の

方
よ
り
、「
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
」
に
つ
い

て
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

初
め
に
、
各
パ
ラ
ア
ス

リ
ー
ト
か
ら
ご
自
身
の
競

技
の
実
演
や
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
障
が

い
者
と
し
て
苦
労
さ
れ
た

ご
経
験
等
を
伺
い
、
我
々

が
関
心
を
持
っ
て
、
日
頃

か
ら
障
が
い
者
の
方
に
声

掛
け
す
る
こ
と
が
共
生
社

会
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
と

纏
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
多
岐

に
わ
た
る
活
動
を
踏
ま
え
、

幼
少
期
か
ら
共
生
社
会
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の
大
切

「
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

を
盛
り
上
げ
る
講
演
会
」
開
催

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’19 月号

日本経団連 埼玉

講演会風景

講演を行う髙橋秀文氏

コーディネータの堀尾正明氏（左）とパネ
リストの講師 髙橋秀文氏（右）

パネリスト （左）車いすダンスの萬木信
也氏 （右）アーチェリーの平澤奈古氏

パネリスト （左）ブラインドサッカーの
葭原滋男氏 （右）水泳の木村敬一氏
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さ
に
も
触
れ
ら
れ
、
様
々
な
角
度

か
ら
気
付
き
を
得
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

最
後
に
、「
一
丸
と
な
っ
て
東

京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

盛
り
上
げ
よ
う
！
」
の
横
断
幕
を

掲
げ
、
1
年
後
に
迫
っ
た
東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
会
場
が

観
客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
そ
の
後
の
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
参
加
者
全
員
で
「
頑

張
る
ぞ
！
」
と
唱
和
を
行
い
、
閉

会
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
会
場
入
り
口
付
近
の
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
た
株
式
会
社
名

取
製
作
所
と
八
千
代
工
業
株
式
会

社
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
製
品
を

多
く
の
方
が
見
学
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

就
職
・
転
職
で
は
空
前
の
売
り
手
市

場
が
続
き
、
新
卒
採
用
で
は
早
期
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
他
方
、
新
卒
一
括
採

用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
し
の
動

き
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
七
月

二
九
日
㈪
の
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
埼
玉
支
社
長

綿
貫
哲
也
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

新
卒
採
用
市
場
の
特
徴
や
、
中
途
採
用

の
動
向
、
学
生
の
視
点
な
ど
、
多
く
の

企
業
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
整
理
し
、

「
と
る
べ
き
施
策
」
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
六
階
六
〇
一
会
議
室
に
て
開
催
し
、

三
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
最
初
に
採
用
募
集
活
動

と
は
、
応
募
者
の
気
持
ち
を
動
か
す
仕

事
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
、
他
社

に
競
り
勝
つ
「
採
用
力
」
を
高
め
る
重

要
性
、
全
社
を
あ
げ
て
採
用
活
動
に
取

込
む
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

二
〇
二
一
年
卒
の
新
卒
者
採
用
に
関

し
て
は
、
説
明
会
開
始
前
の
二
月
ま
で

に
興
味
を
持
つ
学
生
を
増
や
す
こ
と
が

効
果
的
で
あ
り
、
特
に
学
生
の
志
望
度

を
上
げ
る
手
段
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
取
り
上
げ
、
個
別
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
、
多
様
な
社
員
と
の
交
流
、
座

学
以
上
の
工
夫
、
企
業
の
特
徴
を
生
か

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
具
体
策
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
途
採
用
に
関
し
て
は
、
各

種
求
人
募
集
方
法
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
、
募
集
時
期
の
特
徴
、
採
用
過

程
の
ス
ピ
ー
ド
、
転
職
者
の
重
視
す
る

条
件
面
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
採

用
に
触
れ
、
履
歴
書
持
参
を
無
く
す
な

ど
応
募
し
や
す
い
状
況
の
設
定
、
求
人

広
告
の
伝
え
方
の
工
夫
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

学
生
や
転
職
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も

と
に
、
採
用
成
功
に
導
く
ポ
イ
ン
ト
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

す
ぐ
に
で
も
実
践
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が

満
載
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

目

次

頁

�
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
を
盛
り
上
げ
る
講
演
会一

�
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

二

�
日
本
健
康
会
議
in
埼
玉

三

�
働
く
女
性
応
援
講
座

三

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の

広
場

四

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ
五

�
青
年
経
営
者
部
会
七
月
例
会

六

�
青
年
経
営
者
部
会
第
三
回
勉
強
会六

�
企
業
経
営
動
向
調
査

七

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直

し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

十

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

十
二

�
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
の
改
定
十
三

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

十
四

�
高
校
生
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
キ
ャ
ン
プ
2
0
1
9

十
五

�
日
本
経
団
連
の
提
言
等

十
五

�
事
業
だ
よ
り
、
告
知
版
、
会
員
の

動
き

十
六

説明を行う綿貫 哲也氏

二
〇
一
九
年
度
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
採
用
活
動
�
こ
こ
で
差
が
つ
く
�
成
功
の
た
め
の

実
践
講
座
」
開
催

第1回特別セミナー

障害者アスリートの義肢や陸上競技用車いすの出展風景
（左が八千代工業株式会社、右が株式会社名取製作所）

陸上競技用車いす製造の
八千代工業株式会社

障がい者アスリートの義肢や車いすの部品開
発・製造の株式会社名取製作所

横断幕を掲げ、全員で「頑張るぞ！」の唱和を行った
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本
会
を
含
む
十
団
体
の
主
催
に
よ
り

七
月
八
日
㈪
に
、
県
民
の
健
康
長
寿
の

更
な
る
延
伸
を
図
る
た
め
、
医
療
関
係

団
体
、
経
済
関
係
団
体
、
医
療
保
険
者
、

行
政
等
が
一
堂
に
会
し
、
働
き
ざ
か
り

世
代
の
生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
づ
く

り
の
活
動
内
容
を
共
有
す
る
目
的
で
、

令
和
元
年
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
〜
日
本
健
康
会
議
in
埼
玉
〜
を

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和
で
開

催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
上
田
清
司
埼
玉
県

知
事
、
金
井
忠
男
埼
玉
県
医
師
会
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
厚
生
労
働
大

臣
の
根
本
匠
氏
よ
り
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
1

日
本
健
康
会
議
事
務
局
長
補
佐
・
山

越
裕
氏
か
ら
「
日
本
健
康
会
議
が
目
指

す
も
の
〜
健
康
な
ま
ち
・
職
場
づ
く
り

宣
言
2
0
2
0
〜
」
と
題
し
て
、
平
成

三
十
年
度
の
達
成
状
況
や
三
年
目
を
迎

え
た
保
険
者
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
の

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
取
組
発
表
1

埼
玉
県
保
健
医
療
部
保
健
医
療
政
策

課
長
・
唐
橋
竜
一
氏
か
ら
「
埼
玉
県
が

進
め
る
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
取
組
」

と
題
し
て
、
健
康
長
寿
埼
玉
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
糖
尿
病
重
症
化
予
防
、
が
ん
対

策
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
講
演
2

東
京
大
学
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
特
任
教
授
・
古
井
祐
司
氏
か
ら「
健

康
投
資
が
人
と
社
会
を
変
え
る
〜
健
康

文
化
は
伝
染
す
る
〜
」
と
題
し
て
、
健

康
は
労
働
生
産
性
に
影
響
す
る
こ
と
や
、

健
康
と
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

職
場
の
一
体
感
は
繋
が
っ
て
い
る
な
ど

の
内
容
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
取
組
発
表
2

本
会
会
長
の
石
井
進
氏
か
ら
「
健
康

経
営
は
社
員
の
健
康
か
ら
〜
社
員
の
心

身
の
健
康
向
上
を
目
指
し
て
〜
」
と
題

し
て
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社
に
お
け
る
健

康
経
営
と
働
き
方
改
革
の
取
組
に
つ
い

て
発
表
が
あ
り
、
主
な
健
康
経
営
施
策

の
事
例
紹
介
と
し
て
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
制
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
取
組
発
表
3

株
式
会
社
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク
代

表
取
締
役
社
長
・
丹
羽
隆
史
氏
か
ら「
健

幸
は
一
日
し
て
な
ら
ず
〜
タ
ニ
タ
の
推

進
す
る
健
康
経
営
〜
」
と
題
し
て
、
健

康
経
営
に
つ
い
て
の
取
組
事
例
や
タ
ニ

タ
の
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

「
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
磨
く
」
開
催

七
月
一
七
日
㈬
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度

働
く
女
性
応
援
講
座
が
埼
玉
県
女
性
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で

開
催
さ
れ
、
一
四
名
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、「
自
分
ら
し
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
磨
く
」
を
テ
ー
マ
に
、

社
会
保
険
労
務
士

早
川
優
子
氏
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、
職
場
に
お
い
て

自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
た
め
に
、
不
安
感
の
払
拭
と
動
機

づ
け
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
触
れ
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
関
し
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
に

お
い
て
の
価
値
観
を
見
つ
め
直
し
意
見

交
換
す
る
こ
と
で
、
各
自
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
像
を
描
く
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
わ
た
し
の
キ
ャ

リ
ア
〜
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し

て
仕
事
に
生
か
す
〜
」
開
催

七
月
二
三
日
㈫
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度

働
く
女
性
応
援
講
座
が
埼
玉
県
女
性
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で

開
催
さ
れ
、
一
二
名
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、「
こ
れ
か
ら
の
わ

た
し
の
キ
ャ
リ
ア
〜
自
分
ら
し
さ
を
発

揮
し
て
仕
事
に
生
か
す
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

小

出
真
由
美
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
今

後
の
働
き
方
や
生
き
方
と
い
っ
た
中
長

期
の
キ
ャ
リ
ア
を
展
望
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使

用
し
受
講
生
が
自
分
の
職
歴
や
経
験
を

俯
瞰
的
に
眺
め
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方

式
で
参
加
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
悩
み
や
不
安
の
解
決
方
法

を
学
ぶ
こ
と
で
自
分
の
可
能
性
に
気
付

く
こ
と
が
で
き
、
研
修
を
通
じ
て
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
開
催

八
月
三
日
㈯
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ
ｕ

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
働

く
女
性
応
援
講
座
が
埼
玉
県
女
性
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
開

催
さ
れ
、
二
六
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

喜
多
朋

子
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
日
常
感
じ

る
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
や
折
れ
な
い

心
の
つ
く
り
方
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現

状
を
デ
ー
タ
で
紹
介
し
、
対
策
の
必
要

性
に
つ
い
て
個
人
と
組
織
の
両
面
か
ら

の
理
解
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
例

研
究
を
通
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
観
点
か
ら
日
常
で
の
早
期
発
見
と
対

処
法
を
考
え
、
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
交

換
と
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

〜
日
本
健
康
会
議
in
埼
玉
〜

根本匠厚生労働大臣ビデオメッセージ

金井忠男
埼玉県医師会長

本会会長
石井 進氏

令
和
元
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

上田清司埼玉県知事
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過去の企業経営の成功
事例のみだけではなく、
失敗事例あるいは再生事
例など、企業経営の様々
なパターンやアイデアを
「サンプル」として認識
することで、現在の企業・
産業のあり方においても
参考となるポイントを提
供できるものと考えてい
ます。

学歴・略歴
大石 直樹
（おおいし なおき）
埼玉大学人文社会科学研
究科（経済系）准教授
東京大学大学院経済学研
究科博士課程修了（経済
学博士）、三菱経済研究
所附属三菱史料館専任研
究員を経て、現職。専門
は日本経営史。

2019年は元号が変わったことで、
1つの時代の節目と認識されるこ

とも少なくないようですが、もう少し広い視点で
歴史を捉えると、前年2018年は明治「150年」、つ
まり日本が近代社会に移行後150年を迎えた年に
あたります。私の研究は、150年ほど前に開始さ
れた日本近代化のプロセスで登場した企業家や企
業を対象として、どのような革新的なビジネスモ
デルを生み出したのか、また日本の市場制度はい
かに形成されたのかといった、資本主義の仕組み
を歴史的に解明することを目指しています。
新たな1万円札の顔となる渋沢栄一（埼玉県深
谷市生まれ）は、近代日本の基
本構造をデザインしたとして
“日本資本主義の父”とも呼ば
れますが、渋沢をはじめとする
企業人が、どのような構想力と
行動力で経済社会の変革を推し
進めたのかを明らかにすること
は、現在の経済社会を相対化す
ることにも繋がると考えていま
す。というのも私たちは、目の

前で起こっている問題を、最新で複雑な現象であ
ると捉えがちで、「21世紀はこれまでに経験した
ことのないグローバル競争の時代」だと無条件に
考えてしまいます。しかし「鎖国」を解き「開国」
したという表現に明らかな通り、日本の近代化と
はすなわち、グローバル競争の開始を意味します。

まげ

しかもそれは、渋沢がフランスを訪れた際に髷を
切ってサムライから脱したことに象徴されている
ように、資本主義をゼロから学びつつ、先行する
欧米列強との競争に踏み切ったわけです。これは
戦後日本が焼け野原から再出発したときも問題の
深刻さは同様なものと考えられるわけですが、こ

れらと比較するとき、21世紀の
日本がおかれた状況や現在直面
する問題が、特別に深刻な難題
かどうかは一概には判断できま
せん。その意味で、近代化の過
程において、ビジネスを通じて
社会をいかに変革してきたのか
を解明する作業は、現在の課題
を考えるヒントになるのではな
いかと考えています。

◇振幅変動音に対する音
質評価
◇知覚印象を考慮したサ
ウンドデザイン

学歴・略歴
安井 希子
（やすい のぞみこ）
2012年、龍谷大学大学院
博士課程修了。同年より、
独立行政法人 国立高等
専門学校機構 松江工業
高等専門学校情報工学科
助教、2016年同講師を経
て、2018年9月より埼玉
大学大学院理工学研究科
助教、現在に至る。
音響心理、音楽心理、音
楽情報処理の研究に従事。

人間が、音の
大きさが変動す

る音を聴取した際の印象を客観
的に評価する方法について研究
しています。そのような変動音
を聴取した際には、音の大きさ
が変動しているという印象（変
動感）や、音がざらざらしてい
るという印象（粗さ感）を知覚
すると言われており、変動感に
対する音質評価指標としてFluctuation Strength
（FS）、粗さ感に対する音質評価指標として
Roughness が提案されています。変動感や粗さ
感は人間が主観的に感じるものですが、その程度
は個人間で比較的共通であるため、FSや Rough-
ness を音響信号から直接推定することが可能と
なり、変動音に対する印象を客観的に評価できる
ようになります。過去に提案された推定方法では
特定の音のみを対象にしており、普段聞くことが
多い身近な音も対象とした評価方法は提案されて
いません。そこで、排気音や楽器演奏音を対象に
した新たな評価方法を研究しています。

また、評価法をサウンドデザ
インに応用した研究も行ってい
ます。近年、ハイブリッド車や
電気自動車などの次世代自動車
が普及しつつあり、静音性に優
れていると言われていますが、
歩行者が次世代自動車の接近に
気づきにくいという問題があり
ます。そのような危険性を軽減
するために、接近を歩行者に知

らせる音（車両接近通報音）を提示することで、
その問題を解決する取組みが行われています。車
両接近通報音に求められる音の特徴については、
2016年に国連で協定規則が制定され、国内では20
18年3月以降に発売される該当車両に車両接近通
報装置の装着が義務付けられています。その規則
内では、音の大きさと高さ、車速に合わせた音の
高さの変化について定められていますが、大きさ
の変動については定められていません。その変動
は気づきに貢献すると予想されるため、変動感の
大きさを制御することで、気づきやすい接近通報
音のデザインを検討しています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111111111111111111111111111444444444444444444444444回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

変動音の印象評価法に関する研究とその応用
―次世代自動車の接近通報音の合成―
大学院理工学研究科 数理電子情報部門 情報領域 安 井 希 子 助教

企業経営の歴史を通じて現在を考える
大学院人文社会科学研究科 経営学研究領域 大 石 直 樹 准教授

企業資料を読み解く

接近通報音の概要
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研究室の学生を中心にフォーミュラタ
イプのレーシングマシンを設計・製作し、全日本大学フォーミ
ュラ大会に参加しています。全日本学生フォーミュラ大会は、
優秀なエンジニアの育成を大きな目的として公益社団法人日本
自動車技術会が主催する競技会で、学生が仮想の企業を運営す
るという想定のもと、走る性能だけでなく作り方やコスト管理
など、モノづくり全般に関わる総合力が厳しく評価されます。
机上の検討だけでなく、自ら実際に作ることで技術者としての
実践力が養われます。また、活動を通して直面した課題は学生
の卒業研究・製作のテーマにもなります。
■インパクトアッテネータの設計・製作
インパクトアッテネータは車両が衝突
した際に衝撃を吸収して運転者を保護す
るする装置です。衝突時に設計通りの衝
撃吸収性能を確実に発揮できるよう製作
しなければなりません。そこで、アルミ

ニウムの薄板を素材として、数値制御工作機を利用して逐次張
出し法により成形した衝撃吸収体を複数枚重ねる方法で製作し
ました。これにより、いわゆる一品モノにありがちな作業者個々
のスキル差によるばらつきが小さくなりました。
■簡易式ラジエータ性能試験装置の試作
競技用小型車両に使用するラジエータ
の最適な仕様を検討する目的で簡易式の
放熱性能試験機を製作しました。ラジエ
ータの性能評価を行うには送風機・温水
槽・風洞などを備えた性能評価装置が必
要ですが、熱交換器の能力に見合った温
水槽や加熱用ヒーターを準備すれば大掛
かりになります。そこで、ラジエータコ
アの通風面積を制限し、単位面積あたりで性能評価を行うこと
により、比較的小型の加熱用ヒーターで性能を評価する装置を
製作しました。

WorldSkills Competition（ワールドス
キルス・コンペティション）という大会
をご存知でしょうか？
2019ラグビーワールドカップ、2020東

京オリンピック・パラリンピックと、国際レベルの大会が相次
いで日本で開催されますが、じつは、ものづくりアスリートの
祭典といわれるWorldSkills Competition（技能五輪国際大会）
の招致活動が、今まさに行われています。2023年の大会を愛知
県で開催しようというもので、フランスと日本が争っています。
同大会は2年に一度の祭典で、今年の8月にロシアのカザンで
大会が行われます。フランスと日本、どちらが開催地に選ばれ
るかは、ガザン大会中に決する予定です。その結果は大変気に
なるところですが、カザン大会には、埼玉県行田市で生まれ育
ったひとりの青年技能者が、家具職種の日本代表として出場し
ます。進修館高校からものつくり大学に進学し、この春、北海
道旭川市にある家具メーカー「ガージーカームワークス」に入
社した山口智大さん（22歳）です。

本学では、課外活動の一環として、技能検定や技能競技大会
にチャレンジする学生を支援していますが、競技大会の会場な
どで民間事業所の方々とお話しさせて頂くたび、毎年強く感じ
ることがあります。それは、挑戦する若者たち以上に熱いベテ
ランの存在です。企業側からすれば社員を大会に送り出すのは
簡単なことではないハズです。若者の向上心を、二人三脚で、

時には影ながら応援する経営
者や上司といったベテランの
心意気に、心から感動します。
山口さんは今回、北海道所属
の選手として、旭川家具工業
協同組合と旭川市工芸センタ
ーの強力なバックアップのも
と大会に挑みますが、埼玉県
が生んだスーパールーキーの
活躍を、ぜひみなさんも応援
してください。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999555555555555555555555555回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

レーシングカー作りを題材にモノづくり教育
総合機械学科 原 薫 教授

原 薫（はら かおる）教授 職業訓練大学校卒業、東京職業能力開発短期大学校、ものつくり大学設立準備財団。自動車技術
会、日本機械学会、日本設計工学会、軽金属学会所属。（連絡先：048‐564‐3836／hara@iot.ac.jp）

ものづくりの次世代を担うスーパールーキー
建設学科 佐々木 昌 孝 准教授

佐々木 昌孝（ささき まさたか）准教授、三重大学卒、早稲田大学大学院理工学研究科建設工学博士後期課程修了、博士（工
学）、早稲田大学理工学部建築学科専任助手を経て2006年9月からものつくり大学助手、現在准教授。日本建築学会所属。（連絡
先：048‐564‐3823／sasaki@iot.ac.jp）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
を
通
し
て
知
見
を

広
げ
、
体
験
の
共
有
を
通
し
て
相
互
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
青
年
経
営

者
部
会
の
七
月
例
会
が
七
月
二
六
日
㈮

に
開
催
さ
れ
、
一
四
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験

デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し

て
「
も
の
ご
と
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

を
提
供
し
、
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
ア
ー
ト
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・

チ
ー
ム
ラ
ボ
。「
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー
ト
」
な

ど
の
境
界
を
曖
昧
に
し
な
が
ら
「
実
験

と
革
新
」
を
テ
ー
マ
に
も
の
を
創
る
、

も
し
く
は
創
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て

「
新
し
い
価
値
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
回
体
験
し
た
チ
ー
ム
ラ
ボ
プ
ラ
ネ

ッ
ツ
は
、
超
巨
大
な
四
つ
の
作
品
空
間

を
中
心
と
し
た
、
計
七
つ
の
作
品
に
よ

る
「
水
に
入
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
し

た
。館

内
で
は
裸
足
に
な
っ
て
「
巨
大
な

作
品
の
中
に
身
体
ご
と
没
入
す
る
」
感

覚
を
味
わ
い
、
暗
闇
の
中
を
「
身
体
と

作
品
の
境
界
を
曖
昧
に
し
、
自
分
と
世

界
と
の
間
に
あ
る
境
界
の
認
識
を
揺
る

が
し
て
い
く
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を

体
感
し
ま
し
た
。

◇
参
加
者
感
想

・
チ
ー
ム
ラ
ボ
は
、
今
や
国
際
的
に
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
訪
れ

た
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
で
も
、
全
く
新
し
い
技

術
、
未
知
の
体
験
で
あ
り
な
が
ら
、
そ

こ
で
表
現
し
て
い
る
の
は
、
自
然
の
美

し
さ
や
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
、
生
命
の

尊
さ
な
ど
で
、
特
に
日
本
画
の
世
界
で

表
現
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

あ
ら
た
め
て
興
味
深
く
感
じ
た
。
突
き

抜
け
た
表
現
力
、
美
し
さ
の
普
遍
性
、

物
質
と
の
境
界
な
ど
を
考
え
る
機
会
と

な
り
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

・
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ア
ー
ト
シ

ン
キ
ン
グ
（
感
性
と
ロ
ジ
ッ
ク
の
両
輪

を
回
し
て
い
く
）」
で
は
な
い
が
、
左

脳
だ
け
で
な
く
右
脳
も
使
っ
て
、
全
体

を
直
感
的
に
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
感

性
を
磨
く
必
要
性
を
感
じ
た
機
会
と
な

っ
た
。

そ
の
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
、
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
気
づ
き
の
共
有
や
近

況
報
告
な
ど
を
行
い
懇
親
を
深
め
ま
し

た
。「

サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー
ト
」

が
融
合
し
た
、
最
新
の
デ
ジ
タ

ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
体
験
を
通
し

て
、
経
営
者
そ
れ
ぞ
れ
が
様
々

な
気
づ
き
を
得
、
ま
た
、
体
験

の
共
有
を
通
し
て
相
互
交
流
を

図
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
第
三
回
勉
強
会
�
学
び
合
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
�経
営
者
と
し
て
学
ぶ
べ
き
、
経
営
・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
読
書
会
＆
意

見
交
換
会
」
を
七
月
一
〇
日
㈬
に
開
催
し

六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

変
化
の
激
し
い
今
の
時
代
こ
そ
、
経
営

者
に
は
、自
分
の
型
を
確
立
し
た
後
も「
固

ま
り
か
け
た
自
分
」
を
も
う
一
度
壊
わ
し
、

成
長
し
続
け
る
た
め
の
「
学
び
ほ
ぐ
す

力
」
が
必
要
で
す
。「
学
び
ほ
ぐ
し
」
と

は
、
一
度
固
ま
っ
た
知
識
の
か
た
ま
り
を

ほ
ぐ
し
、
必
要
の
な
い
も
の
を
捨
て
、
知

識
を
組
み
直
す
作
業
で
す
。
そ
の
「
学
び

ほ
ぐ
し
」
の
機
会
を
経
営
者
同
士
で
共
有

し
、
あ
ら
た
め
て
「
経
営
・
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
」
に
関
し
て
学
び
合
う
機
会
と
し
て

て
、
新
た
な
学
び
の
場
と
し
て
、
今
年
度

よ
り
継
続
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

◇
発
表
さ
れ
た
書
籍

「
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
戦
略
が
マ
ン
ガ
で
三

時
間
で
マ
ス
タ
ー
で
き
る
本
」
田
岡
佳
子

著「
七
つ
の
習
慣

基
本
と
活
用
法
が
一
時

間
で
わ
か
る
本
」
中
野

明
著

「
成
功
は
ゴ
ミ
箱
の
中
に

レ
イ
・
ク
ロ

ッ
ク
自
伝
」
レ
イ
・
ク
ロ
ッ
ク

ロ
バ
ー

ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
共
著

「
世
界
の
エ
リ
ー
ト
は
な
ぜ
『
美
意
識
』

を
鍛
え
る
の
か
？
〜
経
営
に
お
け
る
『
ア

ー
ト
』
と
『
サ
イ
エ
ン
ス
』」
山
口

周

著「
ご
め
ん
な
さ
い
、
も
し
あ
な
た
が
ち
ょ

っ
と
で
も
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
て
い
る
な

ら
、
不
便
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
ど
う
で

す
か
〜
不
便
益
と
い
う
発
想
」
京
都
大
学

デ
ザ
イ
ン
学
ユ
ニ
ッ
ト

教
授

川
上
浩

司
著

「
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

理
論

と
実
際
」
木
村

周
著

◇
発
表

「
書
籍
の
内
容
紹
介（
主
な
ポ
イ
ン
ト
・

主
張
）」「
書
籍
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」「
今

後
の
経
営
に
ど
う
活
か
す
か
」
に
関
し
て

発
表
し
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

紹
介
さ
れ
た
書
籍
か
ら
様
々
な
情
報
を

得
ら
れ
、
ま
た
、
意
見
交
換
で
は
、
取
り

上
げ
た
書
籍
の
テ
ー
マ
に
準
じ
た
自
組
織

の
課
題
を
開
示
し
て
お
互
い
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
合
っ
た
り
と
、
相
互
研
鑽
・
相
互

交
流
に
繋
が
る
大
変
有
意
義
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

青
年
経
営
者
部
会

七
月
例
会

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

『
チ
ー
ム
ラ
ボ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
』
を
体
験
す
る
」

青
年
経
営
者
部
会

第
三
回
勉
強
会

�
学
び
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
�
開
催

書籍・発表資料例

チームラボプラネッツ会場にて

▲プログラムイメージ写真

�プログラム体験風景

意見交換風景
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………113社
回収率……………………………20．5％

�業種内訳 �内製造業………………53社
�内非製造業……………60社

�資本金別
�5000万円以下………………………49社
�5000万円超～1億円以下…………26社
�1億円超～3億円以下……………9社
�3億円超……………………………29社

企業経営動向調査（2019年度第2回〈7月調査〉）結果
調 査 概 要

企業経営動向調査結果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、19年4月比で
製造業「－9」、非製造業「＋2」で
あり、製造業で悪化している。

�先行きは、19年4月比で製造業「－10」、
非製造業「－7」であり、どちらも悪
化する見込み。

19年7月

－21

－35

－8

－37

－42

－32

19年4月

－16

－26

－10

－27

－32

－25

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、19年4月比で
製造業は「－18」、非製造業は「－12」
であり、どちらも悪化しているが、落
ち込み幅は製造業の方が大きい。

�先行きは、19年4月比で製造業「－10」、
非製造業「－12」であり、どちらも悪
化する見込み。

19年7月

－29

－48

－12

－41

－45

－37

19年4月

－12

－30

0

－29

－35

－25

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、19年4月比で
製造業「－8」、非製造業「－7」で
あり、どちらも悪化している。

�先行きは、19年4月比で製造業「－14」、
非製造業「－7」であり、どちらも悪
化を見込むが、落ち込み幅は製造業の
方が大きい。

19年7月

－13

－27

0

－21

－25

－17

19年4月

－3

－19

7

－10

－11

－10

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）19／4－6月期、19／7－9月期の上段の（ ）内の数値は19年4月調査時の見通し

�19／4－6月期の売上高DI は、19／1－3
月期比で製造業「－8」、非製造業「－22」
であり、どちらも悪化しているが、落ち込み
幅は非製造業の方が大きい。

�今後の見通しは、19／7－9期は4－6期比
で製造業「＋17」、非製造業「＋25」であり、
どちらも大きく改善する見込み。19／10－12
期は7－9期比で製造業「＋8」、非製造業
「－11」であり、非製造業で改善が鈍る見込
み。

見 通 し

19／10－12

6

6

7

19／7－9

（12）
9

（8）
－2

（15）
18

実 績

19／4－6

（－9）
－12

（－15）
－19

（－5）
－7

19／1－3

4

－11

15

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�19／4－6月期の経常利益DI は、19／1－
3月期比で製造業「＋6」、非製造業「－22」
であり、非製造業が大きく悪化している。

�今後の見通しは、19／7－9期は4－6期比
で製造業「－2」、非製造業「＋11」であり、
非製造業で改善する見込み。19／10－12期は
7－9期比で製造業「＋11」、非製造業「＋
7」であり、どちらも改善する見込み。

見 通 し

19／10－12

2

－2

5

19／7－9

（5）
－7

（－4）
－13

（10）
－2

実 績

19／4－6

（－12）
－12

（－11）
－11

（－12）
－13

19／1－3

－2

－17

9

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、19年4月
比で製造業「－4」、非製造業「＋5」
であり、非製造業で在庫水準が若干上
昇した。

�先行きは、19年4月比で製造業「＋5」、
非製造業「－3」であり、製造業で在
庫水準が上昇する見込み。

19年7月

10

15

6

5

11

－2

19年4月

9

19

1

3

6

1

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の生産・営業用設備DI は、19年
4月比で製造業「±0」、非製造業「－
3」であり、非製造業で不足感が若干
高まった。

�先行きは、19年4月比で製造業「＋3」、
非製造業「－1」であり、製造業で不
足感が若干低下する見込み。

19年7月

－4

－4

－4

－6

－6

－5

19年4月

－2

－4

－1

－6

－9

－4

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近の雇用人員DI は、19年4月比で
製造業「－6」、非製造業「＋5」で
あり、製造業で人手不足が高まった。

�先行きは、19年4月比で製造業「－6」、
非製造業「＋4」であり、製造業で人
手不足が高まる見込み。

19年7月

－31

－23

－38

－36

－30

－42

19年4月

－33

－17

－43

－37

－24

－46

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI は、19年4月比で
製造業「－6」、非製造業「＋5」で
あり、製造業のDI が多少悪化した。

�先行きDI は、19年4月比で製造業「－
8」、非製造業「＋1」であり、製造
業のDI が多少悪化する見込み。

19年7月

13

11

15

9

9

9

19年4月

13

17

10

11

17

8

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、19年4月比で
製造業「＋8」、非製造業「－8」で
あり、製造業は上昇、非製造業は下降
している。

�先行きは、19年4月比で製造業「＋1」、
非製造業「＋4」であり、製造業で若
干上昇する見込み。

19年7月

4

4

4

1

－2

4

19年4月

5

－4

12

0

－6

4

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、19年4月比で
製造業「＋6」、非製造業「－8」で
あり、製造業は上昇、非製造業は下降
している。

�先行きは、19年4月比で製造業「－14」、
非製造業「±0」であり、製造業で下
降する見込み。

19年7月

29

38

21

26

32

21

19年4月

30

32

29

32

46

21

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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第
一

年
休
五
日
の
使
用
者

の
時
季
指
定
義
務
の
法
改

正
を
め
ぐ
っ
て（
そ
の
二
）

四
�
年
休
の
管
理
と
就
業
規
則
に
お
け

る
「
五
日
付
与
」
の
「
基
準
日
」
の

設
定
に
つ
い
て

年
次
有
給
休
暇
は
、「
そ
の
雇
入
れ

の
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
間
継
続
勤

務
し
全
労
働
日
の
八
割
以
上
出
勤
し
た

労
働
者
に
対
し
て
、
継
続
し
、
又
は
分

割
し
た
一
〇
労
働
日
の
有
給
休
暇
を
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
労
基
法
第

三
九
条
第
一
項
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

改
正
法
に
い
う
「
五
日
」
の
使
用
者
が

時
季
指
定
に
よ
り
与
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
休
暇
（
同
条
第
七
項
）
は
、
入
社

日
か
ら
継
続
勤
務
し
た
期
間
を
六
箇
月

経
過
日
か
ら
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
各

期
間
の
間
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の

起
算
基
準
と
な
る
日
を
基
準
日
と
い
い
、

そ
れ
は
当
該
六
箇
月
の
初
日
を
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
各
年
に
お
い
て
年
次
有

給
休
暇
が
一
〇
日
以
上
発
生
す
る
年
度

の
初
日
を
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
一
般
的
な
就
業
規
則
上

の
規
定
と
し
て
は
、
多
く
の
企
業
の
例

で
は
、「
入
社
後
六
箇
月
間
継
続
勤
務

し
、
そ
の
間
の
所
定
勤
務
日
数
の
八
割

以
上
勤
務
し
た
従
業
員
（「
要
件
充
足

者
」と
い
う
。）に
は
、一
〇
日
の
年
次
有

給
休
暇
を
付
与
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
定
め
で
よ
く
、「
六
箇

月
間
継
続
勤
務
し
た
日
」を「
基
準
日
」

と
し
、
そ
の
日
か
ら
一
年
以
内
の
期
間

に
、
労
働
者
ご
と
に
そ
の
時
季
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
「
五
日
」
の
年
休
を
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
公
務
員
の
場
合
に
つ
い
て
は
、

年
休
の
発
生
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な

勤
務
要
件
は
な
く
、
任
用
さ
れ
た
日
か

ら
直
ち
に
一
年
ご
と
に
二
〇
日
間
付
与

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
民
間
企

業
で
も
公
務
員
に
準
じ
て
入
社
時
か
ら

一
〇
日
の
年
休
を
前
倒
し
て
与
え
る
場

合
も
あ
る
な
ど
、
労
基
法
よ
り
有
利
な

取
扱
い
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
改
正
法
で
は
、
施
行
規
則

を
も
っ
て
「
基
準
日
よ
り
前
」
に
一
〇

日
以
上
の
年
休
を
与
え
る
こ
と
と
し
た

ケ
ー
ス
、
ま
た
、
基
準
日
か
ら
一
年
以

内
に
次
年
度
の
一
日
加
算
し
た
、「
一

一
日
」
の
年
休
を
与
え
る
こ
と
と
し
た

ケ
ー
ス
な
ど
、
多
様
な
取
扱
い
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
特
例
扱
い
を
定
め
た
（
規

則
第
二
四
条
の
五
に
掲
げ
る
、
四
項
目

の
ケ
ー
ス
）。

こ
の
「
基
準
日
」
は
、
一
般
に
は
、

入
社
日
か
ら
六
箇
月
の
勤
続
期
間
経
過

日
と
し
て
差
し
支
え
な
い
が
、
今
後
は

各
労
働
者
に
対
し
て
一
年
毎
に
五
日
以

上
年
休
の
付
与
の
義
務
が
あ
る
の
で
、

労
働
者
自
身
が
五
日
以
上
取
得
し
て
い

な
い
場
合
に
は
、
基
準
日
か
ら
一
年
以

内
に
使
用
者
が
五
日
に
満
た
な
い
残
余

日
分
を
指
定
付
与
す
る
こ
と
が
必
要

（
し
か
も
、
罰
則
付
き
で
）
と
な
る
た

め
、
こ
の
基
準
日
を
統
一
し
た
方
が
管

理
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
に
前
倒
し
で
付
与
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
企
業
で
は
、
そ
れ
に
伴
っ

て
付
与
さ
れ
る
年
休
が
重
複
す
る
期
間

が
発
生
し
、
使
用
者
の
付
与
義
務
の
履

行
が
不
明
確
と
な
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
例
（
別
図
）
が
厚
労
省
よ
り
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

五
�
途
中
入
社
者
の
場
合
に
「
基
準
日

の
統
一
」
を
す
る
場
合
ど
う
す
る
か

こ
の
基
準
日
の
統
一
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
労
働
者
が
不
利
益
と
な

っ
た
り
労
基
法
に
違
反
す
る
よ
う
な
方

法
で
基
準
日
を
統
一
す
る
こ
と
は
違
法

と
な
る
の
で
、
そ
の
方
法
と
し
て
は
次

の
よ
う
に
通
達
さ
れ
て
い
る
。

【
年
次
有
給
休
暇
の
斉
一
的
取
扱
い
】

㈠

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
法
律
ど

お
り
付
与
す
る
と
年
次
有
給
休
暇

の
基
準
日
が
複
数
と
な
る
等
か
ら
、

そ
の
斉
一
的
取
扱
い
（
原
則
と
し

て
全
労
働
者
に
つ
き
一
律
の
基
準

日
を
定
め
て
年
次
有
給
休
暇
を
与

え
る
取
扱
い
を
い
う
。）
や
分
割

付
与
（
初
年
度
に
お
い
て
法
定
の

年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数
を
一

括
し
て
与
え
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
日
数
の
一
部
を
法
定
の
基
準
日

以
前
に
付
与
す
る
こ
と
を
い

う
。）
が
問
題
と
な
る
が
、
以
下

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
よ
う
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と

も
差
し
支
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
。

イ

斉
一
的
取
扱
い
や
分
割
付
与

に
よ
り
法
定
の
基
準
日
以
前
に

付
与
す
る
場
合
の
年
次
有
給
休

暇
の
付
与
要
件
で
あ
る
八
割
出

勤
の
算
定
は
、
短
縮
さ
れ
た
期

間
は
全
期
間
出
勤
し
た
も
の
と

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
二
一
回
―

働
き
方
改
革
推
進
法
に
よ
る

就
業
規
則
改
正
の
実
務
⑵

弁
護
士

安

西

�

〔別図〕年休発生日の前倒しにより付与期間が重複する場合の取扱い

�

連載
�
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み
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

次
年
度
以
降
の
年
次
有
給
休
暇
の

付
与
日
に
つ
い
て
も
、
初
年
度
の
付

与
日
を
法
定
の
基
準
日
か
ら
繰
り
上

げ
た
期
間
と
同
じ
又
は
そ
れ
以
上
の

期
間
、
法
定
の
基
準
日
よ
り
繰
り
上

げ
る
こ
と
。（
例
え
ば
、
斉
一
的
取

扱
い
と
し
て
、
四
月
一
日
入
社
し
た

者
に
入
社
時
に
一
〇
日
、
一
年
後
で

あ
る
翌
年
の
四
月
一
日
に
一
一
日
付

与
と
す
る
場
合
、
ま
た
、
分
割
付
与

と
し
て
、
四
月
一
日
入
社
し
た
者
に

入
社
時
に
五
日
、
法
定
の
基
準
日
で

あ
る
六
箇
月
後
の
一
〇
月
一
日
に
五

日
付
与
し
、
次
年
度
の
基
準
日
は
本

来
翌
年
一
〇
月
一
日
で
あ
る
が
、
初

年
度
に
一
〇
日
の
う
ち
五
日
分
に
つ

い
て
六
箇
月
繰
り
上
げ
た
こ
と
か
ら

同
様
に
六
箇
月
繰
り
上
げ
、
四
月
一

日
に
一
一
日
付
与
す
る
場
合
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
こ
と
。）（
平
六
・
一
・

四

基
発
一
号
）

こ
の
通
達
に
あ
る
よ
う
に
四
月
一
日

入
社
の
場
合
に
は
入
社
日
か
ら
一
〇
日

の
付
与
と
な
る
の
で
基
準
日
や
年
休
日

数
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
が
、
途
中
入

社
者
に
つ
い
て
の
統
一
は
必
ず
し
も
公

平
な
取
扱
い
と
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば

極
端
な
例
が
、
三
月
一
日
に
採
用
し
た

者
は
、
採
用
時
に
一
〇
日
、
一
箇
月
後

の
四
月
一
日
に
一
一
日
と
い
う
入
社
一

箇
月
に
し
て
二
一
日
の
年
休
が
発
生
す

る
よ
う
な
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

途
中
入
社
者
も
現
実
に
は
相
当
に
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
場
合
に
お
け
る

で
き
る
だ
け
公
平
な
取
扱
い
を
就
業
規

則
で
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
前
倒
し
年
給
付
与
と
そ

の
後
の
加
算
付
与
休
暇
の
取
扱
い
例
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
四
月
一
日
〜
九
月

末
日
の
入
社
者
に
は
入
社
時
に
一
〇
日

付
与
し
、
一
〇
月
一
日
〜
翌
年
三
月
末

日
ま
で
の
入
社
者
に
は
、
最
高
日
数
を

五
日
と
し
、
入
社
日
に
よ
り
発
生
日
数

を
逓
減
さ
せ
る
と
い
っ
た
次
の
よ
う
な

就
業
規
則
の
定
め
が
参
考
と
な
る
。

（
年
次
有
給
休
暇
）〔
入
社
月
に
よ
り
発

生
す
る
年
休
日
数
を
逓
減
さ
せ
る
例
〕

第
○
○
条

年
次
有
給
休
暇
は
、
4

月
1
日
を
基
準
日
と
し
、
入
社
初
年
度

の
休
暇
は
、
4
月
1
日
か
ら
9
月
末
日

ま
で
の
間
に
入
社
し
た
従
業
員
に
は
、

入
社
日
か
ら
10
日
間
付
与
し
、
10
月
1

日
か
ら
翌
年
3
月
末
日
ま
で
に
入
社
し

た
従
業
員
に
は
、
初
年
度
の
休
暇
は
次

の
表
の
と
お
り
、
入
社
日
か
ら
付
与
す

る
。

入
社
日
10
月
11
月
12
月
1
月
2
月
3
月

付
与

日
数

5
日
4
日
3
日
2
日
1
日
0
日

2

入
社
の
次
年
度
の
年
次
有
給
休

暇
は
、
4
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
、

入
社
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
11
日
付
与
し
、

以
降
は
当
該
年
度
中
に
所
定
勤
務
日
数

の
8
割
以
上
出
勤
し
た
従
業
員
に
次
表

の
と
お
り
付
与
す
る
。

継
続

年
度
次
年
度
3
年
度
4
年
度
5
年
度
6
年
度

以
降

日
数

12
日

14
日

16
日

18
日

20
日

3

第
○
○
条
に
定
め
る
会
社
が
時

季
を
定
め
て
付
与
す
る
年
休
の
適
用
の

基
準
日
は
、
4
月
1
日
か
ら
9
月
末
日

ま
で
の
入
社
従
業
員
に
つ
い
て
は
当
年

度
の
4
月
1
日
か
ら
、
10
月
1
日
か
ら

翌
年
3
月
末
日
ま
で
の
入
社
従
業
員
に

つ
い
て
は
、
翌
年
の
4
月
1
日
か
ら
と

す
る
。

六
�
入
社
日
に
応
じ
て
「
四
月
〜
九

月
」「
一
〇
月
〜
三
月
」
と
し
た
区

分
付
与
日
数
の
場
合
の
「
五
日
」
の

時
季
指
定
付
与
の
取
扱
い
の
問
題

前
述
し
た
就
業
規
則
の
例
の
よ
う
に
、

年
休
の
付
与
を
前
倒
し
し
て
四
月
一
日

か
ら
九
月
末
日
ま
で
の
入
社
者
に
は
、

入
社
日
に
一
〇
日
の
年
休
を
前
倒
し
て

付
与
し
、
一
〇
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月

末
日
ま
で
の
入
社
者
に
は
、
入
社
日
に

お
い
て
最
高
を
五
日
と
す
る
日
数
を
付

与
し
、
そ
の
後
は
、
入
社
日
に
応
じ
た

逓
減
し
た
年
休
日
数
を
前
倒
し
付
与
し

た
場
合
（
前
掲
通
達
の
入
社
時
五
日
付

与
の
ケ
ー
ス
の
一
例
）
の
、
改
正
法
の

「
五
日
」
以
上
の
使
用
者
時
季
指
定
付

与
の
取
扱
い
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
付
与
要
件
が
法
律
上
「
一

〇
日
以
上
」
の
付
与
日
数
の
者
で
あ
る

か
ら
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
入
社
者

に
対
し
て
は
そ
の
日
か
ら
「
一
〇
日
」

間
発
生
す
る
の
で
、本
来
の「
基
準
日
」

よ
り
前
で
は
あ
る
が
、
入
社
日
か
ら
一

年
の
期
間
内
に
五
日
以
上
時
季
指
定
付

与
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

翌
年
四
月
一
日
か
ら
第
二
基
準
日
と
な

り
、
そ
の
日
か
ら
は
一
日
増
加
し
た
一

一
日
の
年
休
が
発
生
す
る
の
で
、
入
社

日
が
起
算
日
と
な
る
「
第
一
基
準
日
又

は
特
定
日
」
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
次
の

四
月
一
日
か
ら
、
再
び
五
日
の
付
与
義

務
が
発
生
す
る
。

四
月
一
日
入
社
の
者
で
あ
れ
ば
、
き

ち
ん
と
基
準
日
が
一
年
毎
に
な
る
か
ら

問
題
は
な
い
が
、
九
月
入
社
の
者
の
例

で
は
入
社
と
同
時
に
一
〇
日
の
年
休
が

発
生
し
、
入
社
か
ら
一
年
経
過
し
な
い

翌
年
四
月
一
日
に
一
一
日
の
年
給
が
発

生
す
る
。
そ
う
す
る
と
「
五
日
」
の
使

用
者
の
時
季
指
定
義
務
の
履
行
期
間
が

九
月
一
日
〜
翌
年
八
月
末
日
の
一
年
間

と
翌
年
四
月
一
日
〜
翌
々
年
の
三
月
末

日
ま
で
の
二
つ
の
期
間
が
発
生
し
、
重

複
す
る
期
間
が
生
ず
る
（
別
図
の
例
3

の
ケ
ー
ス
）。

そ
こ
で
、
使
用
者
の
「
五
日
」
付
与

の
履
行
義
務
は
ど
う
な
る
の
か
、
特
に

罰
則
つ
き
の
規
定
で
あ
る
た
め
、
そ
の

取
扱
い
は
重
要
と
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
重
複
す
る
二
つ
の
期

間
の
取
扱
い
と
し
て
、
こ
の
間
の
「
五

日
付
与
」
の
当
日
か
ら
発
生
す
る
一
〇

日
の
う
ち
、
義
務
履
行
と
し
て
「
こ
の

重
複
す
る
二
つ
の
期
間
の
日
数
」を「
一

二
で
除
し
た
数
に
五
を
乗
じ
た
日
数
」

が
付
与
義
務
日
数
と
な
る
旨
の
特
例
を

施
行
規
則
で
定
め
た
。
し
た
が
っ
て
、

本
例
で
は
、
そ
の
期
間
は
一
九
箇
月
の

期
間
に
な
る
か
ら
、
五
日
÷
一
二
月
×

一
九
月
�
七
・
九
（
八
日
）
以
上
の
時

季
指
定
付
与
と
な
る
（
規
則
第
二
四
条

の
五
第
二
項
）。

七
�
時
季
指
定
の
休
暇
付
与
の
指
定
通

知
の
取
扱
い
は

改
正
法
で
は
、
有
給
休
暇
日
数
が
一

〇
日
以
上
で
あ
る
労
働
者
に
つ
い
て
、

そ
の
日
数
の
う
ち
「
5
日
」
に
つ
い
て

基
準
日
か
ら
一
年
以
内
の
期
間
に
、
労

働
者
ご
と
に
「
そ
の
時
季
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
定
め
ら
れ
（
労
基
法
第
三
九

条
第
七
項
）
て
い
る
。

こ
の
時
季
指
定
の
方
法
に
つ
い
て
は

何
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
施

行
規
則
で
、
①
使
用
者
は
、
労
働
者
に

有
給
休
暇
を
時
季
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
与
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
有
給
休

暇
を
与
え
る
こ
と
を
当
該
労
働
者
に
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
時
季
に
つ
い

て
当
該
労
働
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
②
使
用
者
は
、
前
項
の

規
定
に
よ
り
聴
取
し
た
意
見
を
尊
重
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
第

二
四
条
の
六
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

同
該
意
見
の
尊
重
は
努
力
義
務
で
あ
り
、

な
る
べ
く
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
使
用
者
の
時
季
指
定
に
つ

い
て
の
手
続
方
法
は
、
使
用
者
の
自
由

で
あ
る
。

こ
の
時
季
指
定
に
つ
い
て
の
一
例
と

し
て
、
通
知
の
文
例
を
示
す
と
次
の
よ

う
に
な
る
。
指
定
の
方
法
と
し
て
は
、

社
員
全
員
に
対
す
る
指
定
と
、
各
個
人

を
対
象
と
す
る
個
別
時
季
指
定
の
二
つ

の
方
法
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
口
頭
で
指
定
し
て
も
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よ
い
し
、書
面（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）

で
指
定
し
て
も
よ
い
。

社
員
全
員
に
対
す
る
年
休
付
与
の
時
季

指
定
（
通
知
）

年
次
有
給
休
暇
の
時
季
を
次
の
と
お

り
指
定
し
ま
す
。
社
員
の
み
な
さ
ん
は
、

こ
の
期
間
中
の
取
得
日
を
定
め
て
人
事

部
○
○
係
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

1
�
春
の
大
型
連
休
期
間
中
（
4
月
27

日
〜
5
月
7
日
）に
1
日（
以
上
）

2
�
夏
期
の
盆
休
み
の
期
間
中
（
8
月

10
日
〜
8
月
20
日
）
に
2
日
（
以

上
）

3
�
年
末
年
始
の
期
間
中
（
12
月
28
日

〜
1
月
8
日
）
に
2
日
（
以
上
）

個
別
年
休
の
時
季
指
定
通
知

○
○
○
○
様

人
事
部
勤
労
係

あ
な
た
は
、
本
年
度
の
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
が
基
準
期
間
の
終
了
ま
で
3

ヵ
月
未
満
の
時
期
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、

5
日
の
最
低
取
得
日
数
に
2
日
間
不
足

し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
来
る
○
月
○
日
ま
で
に

残
余
の
2
日
以
上
の
取
得
日
を
計
画
し

て
、
当
係
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

な
お
、
取
得
計
画
日
に
は
必
ず
年
休

を
取
得
す
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
変
更
す
る
場
合
に
は
必
ず
代
替

日
を
定
め
て
届
け
出
て
下
さ
い
。

八
�
使
用
者
の
時
季
指
定
は
労
働
者
の

請
求
（
自
由
取
得
）
に
優
先
す
る

こ
の
使
用
者
の
年
休
の
付
与
時
季
の

指
定
は
、同
条
第
五
項
の「
計
画
休
暇
」

と
は
異
な
り
、
年
休
日
数
の
う
ち
「
五

日
以
内
」
の
取
得
に
か
か
り
、
こ
れ
は

改
正
法
に
よ
っ
て
使
用
者
に
対
す
る
罰

則
つ
き
の
指
定
付
与
義
務
と
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
使
用
者
の
指
定
は
労
働

者
の
通
常
の
請
求
に
か
か
る
時
季
指
定

取
得
休
暇
日
数
（
す
な
わ
ち
、
自
分
の

好
き
な
時
に
年
休
を
取
り
権
利
）
に
優

先
す
る
。

そ
の
た
め
、
厚
労
省
の
「
Ｑ
＆
Ａ
」

に
お
い
て
も
、
使
用
者
の
時
季
指
定
が

優
先
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
次
の
よ
う

に
通
達
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｑ
）使
用
者
が
時
季
指
定
し
た
年
次
有

給
休
暇
に
つ
い
て
、
労
働
者
か
ら

取
得
日
の
変
更
の
申
出
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

年
次
有
給
休
暇
管
理
簿
も
そ
の
都

度
修
正
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

（
Ａ
）労
働
者
か
ら
取
得
日
の
変
更
の
希

望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
再
度
意

見
を
聴
取
し
、
で
き
る
限
り
労
働

者
の
希
望
に
沿
っ
た
時
期
と
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
ま
た
、

取
得
日
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

年
次
有
給
休
暇
管
理
簿
を
修
正
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
3
―
24
）

ま
た
、
こ
の
休
暇
の
性
質
を
あ
ら
わ

す
も
の
と
し
て
、

（
Ｑ
）使
用
者
が
年
次
有
給
休
暇
の
時
季

指
定
を
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、

実
際
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
ま
で
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
Ａ
）使
用
者
が
五
日
分
の
年
次
有
給
休

暇
の
時
季
指
定
を
す
る
だ
け
で
は

足
り
ず
、
実
際
に
基
準
日
か
ら
一

年
以
内
に
年
次
有
給
休
暇
を
五
日

取
得
し
て
い
な
け
れ
ば
、
法
律
違

反
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。（
3
―
20
）

（
Ｑ
）年
次
有
給
休
暇
の
取
得
を
労
働
者

本
人
が
希
望
せ
ず
、
使
用
者
が
時

季
指
定
を
行
っ
て
も
休
む
こ
と
を

拒
否
し
た
場
合
に
は
、
使
用
者
側

の
責
任
は
ど
こ
ま
で
問
わ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

（
Ａ
）使
用
者
が
時
季
指
定
を
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
が
こ
れ
に

従
わ
ず
、
自
ら
の
判
断
で
出
勤
し
、

使
用
者
が
そ
の
労
働
を
受
領
し
た

場
合
に
は
、
年
次
有
給
休
暇
を
取

得
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
、

法
違
反
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
労
働
基
準
監
督
署
の
監
督

指
導
に
お
い
て
、
法
違
反
が
認
め
ら
れ

た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
是
正
に

向
け
て
丁
寧
に
指
導
し
、
改
善
を
図
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。（
3

―
21
）

こ
の
よ
う
な
使
用
者
の
時
季
指
定
が

優
先
知
る
こ
と
を
労
使
は
理
解
し
て
対

応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
概
要

同
一
労
働
同
一
賃
金
と
は
、
わ
が
国
の
場

合
、
正
社
員
と
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
有
期

雇
用
、
派
遣
労
働
者
と
の
間
の
待
遇
の
相
違

に
つ
い
て
の
取
扱
い
で
あ
る
。

特
に
均
衡
待
遇
に
つ
い
て
は
、「
事
業
主

は
、
そ
の
雇
用
す
る
短
時
間
・
有
期
雇
用
労

働
者
の
基
本
給
、
賞
与
そ
の
他
の
待
遇
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
当
該
待
遇
に
対
応
す
る

通
常
の
労
働
者
の
待
遇
と
の
間
に
お
い
て
、

短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
及
び
通
常
の
労

働
者
の
業
務
の
内
容
及
び
当
該
業
務
に
伴
う

責
任
の
程
度
（
以
下
「
職

務
の
内
容
」
と
い
う
。）、

当
該
職
務
の
内
容
及
び
配

置
の
変
更
の
範
囲
そ
の
他

の
事
情
の
う
ち
、
当
該
待

遇
の
性
質
及
び
当
該
待
遇

を
行
う
目
的
に
照
ら
し
て

適
切
と
認
め
ら
れ
る
も
の

を
考
慮
し
て
、
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
相
違

を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。」（
パ
ー
ト
労
働
法

八
条
）
と
の
定
め
を
い
う
。

そ
し
て
、「
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者

及
び
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
不
合
理
な
待
遇

の
禁
止
等
に
関
す
る
指
針（
平
三
〇
・
一
二
・

二
八
告
示
四
三
〇
号
）
が
出
さ
れ
、
考
え
方

の
具
体
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

基
本
給
に
つ
い
て
の
指
針
の
適
用
の
限
界

指
針
で
は
、基
本
給
に
つ
い
て
、「
㈠
基
本

給
で
あ
っ
て
、
労
働
者
の
能
力
又
は
経
験
に

応
じ
て
支
給
す
る
場
合
、
通
常
の
労
働
者
と

同
一
の
能
力
又
は
経
験
を
有
す
る
短
時
間
・

有
期
雇
用
労
働
者
に
は
、
能
力
又
は
経
験
に

応
じ
た
部
分
に
つ
き
、
同
一
の
支
給
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
能
力
又
は
、
経

験
に
一
定
の
違
い
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

そ
の
相
違
に
応
じ
た
支
給
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
と
し
て
い
る
。
同
様
に
「
㈡
業

績
又
は
、
成
果
に
応
じ
て
支
給
す
る
も
の
」

「
㈢
勤
続
年
数
に
応
じ
て
支
給
す
る
も
の
」

に
つ
い
て
も
同
様
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、「
基
本
給
に
つ
い
て
、
通
常
労
働

者
と
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
と
も
に
能

力
、
経
験
、
業
績
、
成
果
、
勤
続
年
数
等
の

決
定
要
素
が
適
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
適
用

さ
れ
て
い
る
決
定
要
素
（
例
え
ば
能
力
）
に

応
じ
た
基
本
給
部
分
（
例
え
ば
能
力
で
決
ま

る
職
能
給
部
分
）
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
労

働
者
と
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
で
そ
の

決
定
要
素
（
例
え
ば
能
力
）
が
同
じ
場
合
に

は
同
一
の
、
一
定
の
違
い
が
あ
る
場
合
に
は

そ
の
違
い
に
応
じ
た
基
本
給
を
支
給
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」（
厚
労
省
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
対
応
に
向
け
て
」
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
通
常
社
員
と

有
期
雇
用
労
働
者
等
の
基
本
給
の
「
決
定
基

準
・
ル
ー
ル
」
が
異
な
る
場
合
に
は
適
用
が

な
い
。

た
と
え
ば
、
通
常
社
員
に
つ
い
て
は
「
職

能
資
格
給
制
度
」
が
、
パ
ー
ト
・
有
期
社
員

に
つ
い
て
は
、
従
事
職
務
に
応
じ
た
「
職
務

給
制
度
」
が
と
ら
れ
、
世
間
相
場
や
最
低
賃

金
制
を
参
考
と
し
た
時
給
制
が
決
定
基
準
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
場
合
に
は

適
用
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
指
針
」
に
つ
き
「
多
く
の

企
業
で
は
、
正
社
員
と
非
正
社
員
と
の
間
で
、

基
本
給
決
定
方
法
が
異
な
る
（
異
な
る
基
準

で
基
本
給
を
算
定
し
て
い
る
）
の
で
、
指
針

に
よ
る
限
り
、
格
差
が
不
合
理
と
さ
れ
る
余

地
は
な
い
こ
と
に
な
る
。」（
大
内
伸
哉
教
授

「
非
正
社
員
改
革
」
中
央
経
済
社
）の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
決
定
基
準
の
違
う
理
由
に
つ
い

て
、
通
常
社
員
と
の
関
係
で
労
働
者
か
ら
求

め
ら
れ
た
時
の
相
違
の
内
容
と
理
由
の
説
明

（
パ
ー
ト
法
一
四
条
二
項
）
を
す
れ
ば
足
り

る
。

基
本
給
の
同
一
労
働
同
一

賃
金

弁
護
士

安
西

�
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成成立立

10月1日以降、926円
埼玉県最低賃金は、10月1日以降926円となり

ます。
最低賃金額は、労働者の賃金、通常の事業の賃

金支払能力等を総合的に勘案した上で決定される
もので、令和元年度は徹底した調査・審議を重ね
た結果、926円となり、平成30年度と比較します
と28円の引き上げとなりました。

時間額 926円 引上額 28円
引上率 3.12％

〈注意していただくこと〉
1．適用する地域…埼玉県の区域
2．適用する使用者…前号の地域内で事業を営む
使用者

3．適用する労働者…前号の使用者に使用される
労働者

4．この最低賃金において賃金に算入しないもの
…精皆勤手当、通勤手当及び家族手当

5．「非鉄金属製造業」、「電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具
製造業」、「輸送用機械器具製造業」、「光学機
械器具・レンズ・時計・同部分品製造業」、
及び「自動車小売業」については、別途特定
（産業別）最低賃金が適用されます。

詳しくは、埼玉労働局賃金室（電話048－600－
6205）または最寄の労働基準監督署へお問い合わ
せください。

過去5年間の最低賃金額の状況
年 度 27 28 29 30 30

最低賃金・時間額 820円 845円 871円 898円 926円

引上額・
引上率

18円・
2．24％

25円・
3．05％

26円・
3．08％

27円・
3．10％

28円・
3．12％

令和元年度地域別最低賃金額（時間額）の状況
都道府
県名

最低賃金額 引上額 都道府
県名

最低賃金額 引上額 都道府
県名

最低賃金額 引上額
時間額 時間額 時間額 時間額 時間額 時間額

北海道 861 26 石 川 832 26 岡 山 833 26

青 森 790 28 福 井 829 26 広 島 871 27

岩 手 790 28 山 梨 837 27 山 口 829 27

宮 城 824 26 長 野 848 27 徳 島 793 27

秋 田 790 28 岐 阜 851 26 香 川 818 26

山 形 790 27 静 岡 885 27 愛 媛 790 26

福 島 798 26 愛 知 926 28 高 知 790 28

茨 城 849 27 三 重 873 27 福 岡 841 27

栃 木 853 27 滋 賀 866 27 佐 賀 790 28

群 馬 835 26 京 都 909 27 長 崎 790 28

埼 玉 926 28 大 阪 964 28 熊 本 790 28

千 葉 923 28 兵 庫 899 28 大 分 790 28

東 京 1，013 28 奈 良 837 26 宮 崎 790 28

神奈川 1，011 28 和歌山 830 27 鹿児島 790 29

新 潟 830 27 鳥 取 790 28 沖 縄 790 28

富 山 848 27 島 根 790 26 全国平均 901 27

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

埼玉県の最低賃金の改定

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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経
営
革
新
計
画
承
認
制
度

の
御
案
内

埼
玉
県
中
小
企
業
制
度

融
資
の
御
案
内

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

就
業
時
間
の
拡
大
に
つ
い
て

①
男
性
の
働
き
方
見
直
し
研
修

②
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
の
御
案
内

社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
に

県
が
講
師
を
派
遣
し
ま
す

令
和
元
年
度
後
期
技
能
検
定

試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

県
で
は
、
挑
戦
す
る
企
業
を
応
援
す
る

た
め
、
経
営
革
新
計
画
承
認
制
度
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
皆
様
が
経
営
の

向
上
を
目
指
し
て
行
う
新
た
な
取
組
を
県

が
承
認
す
る
制
度
で
す
。
計
画
作
成
や
実

行
時
に
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
、
会
社
の
夢
や
想
い

を
形
に
し
、
経
営
の
革
新
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
次
の
サ
イ
ト

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a
0803/a38.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

県
産
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
1
0
）

県
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
様
に
事
業
に

必
要
な
資
金
を
円
滑
に
調
達
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

県
が
金
融
機
関
に
利
子
を
補
助
す
る
こ

と
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
皆
様
が
金
融
機

関
か
ら
低
い
利
率
で
融
資
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

今
年
度
は
「
設
備
投
資
促
進
資
金
」
の

対
象
に
、
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基
づ

く
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
実
施
に
必

要
な
設
備
投
資
を
追
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
承
継
円
滑
化
法
が
改
正
さ

れ
、
従
来
は
事
業
承
継
後
の
み
で
あ
っ
た

法
律
の
認
定
対
象
が
、
事
業
承
継
前
に
も

拡
充
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
伴
い
「
産
業

創
造
資
金
（
事
業
承
継
枠
）」
の
要
件
を

見
直
し
ま
し
た
。

事
業
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
を
お
考

え
の
方
は
、
是
非
、
御
相
談
く
だ
さ
い
。

※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び
信

用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

http
://w

w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a
0805/seidoyushi/

�
問
い
合
わ
せ
先

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

県
金
融
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
8
0
1
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
派
遣
業
務

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
就
業
時
間
が
週

20
時
間
ま
で
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

法
改
正
に
よ
り
「
週
40
時
間
」
ま
で
に
拡

大
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
県
で
は
、

派
遣
実
績
の
多
い
小
売
、
介
護
、
保
育
分

野
に
つ
い
て
県
内
全
市
町
村
を
対
象
に
就

業
時
間
を
週
40
時
間
ま
で
に
拡
大
し
ま
し

た
。
働
く
意
欲
の
あ
る
シ
ニ
ア
の
就
業
機

会
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
人
手
不
足
に

悩
む
企
業
の
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
派

遣
で
は
、
貴
社
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
豊
か

な
経
験
・
知
識
・
技
能
を
持
っ
た
60
歳
以

上
の
会
員
を
派
遣
し
ま
す
。
是
非
御
活
用

く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
埼
玉
（
埼
玉

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
）

（
0
4
8
―
7
2
8
―
7
8
4
1
）

県
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
4
0
）

①
長
時
間
労
働
を
前
提
と
し
た
働
き
方
を

変
え
る
に
は
、
ま
ず
は
男
性
の
意
識
改

革
が
必
要
で
す
。
中
小
企
業
診
断
士
を

企
業
に
無
料
で
派
遣
し
、
研
修
を
実
施

し
ま
す
。
研
修
は
1
時
間
か
ら
2
時
間

程
度
で
す
。

�
研
修
内
容

働
き
方
改
革
関
連
法
の
概
要

働
き
方
見
直
し
の
実
践
方
法

育
児
・
介
護
休
業
制
度

な
ど

※
職
場
に
出
向
い
て
の
研
修
の
た
め
、
会

場
は
御
用
意
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

②
女
性
活
躍
や
働
き
方
改
革
に
取
り
組
み

た
い
企
業
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
無
料

で
派
遣
し
ま
す
。
御
希
望
に
応
じ
て
、

最
大
4
回
ま
で
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

�
相
談
内
容
の
一
例

女
性
の
職
域
拡
大

生
産
性
の
向
上

在
宅
勤
務
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の
対
策

長
時
間
労
働
の
是
正

な
ど

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
5
）

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
中
小
企
業
診
断

協
会

働
き
方
改
革
事
務
局

（
0
4
8
―
7
6
2
―
3
3
9
1
）

県
で
は
、
中
小
企
業
等
を
対
象
に
、
講

師
派
遣
に
よ
る
在
職
者
向
け
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
の
社
内
環
境
や
使
い
慣
れ
た
機

械
で
技
術
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

新
入
社
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
育
、

各
種
検
定
受
検
対
策
な
ど
に
是
非
御
活
用

く
だ
さ
い
。

�
講
習
分
野

機
械
操
作
、
溶
接
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
、
介
護
ス
キ
ル
、
業

務
改
善
な
ど
様
々
な
分
野
の
講
習
が
可

能
で
す
。

�
定
員

3
人
以
上
（
最
大
人
数
は
講
習

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

�
講
習
時
間
等

1
講
習
当
た
り
12
〜
30

時
間
（
御
要
望
に
応
じ
て
実
施
日
や
時

間
を
設
定
可
能
で
す
。）

�
受
講
料

1
人
当
た
り
2
�
0
0
0
円

〜
（
材
料
費
・
テ
キ
ス
ト
代
等
は
、
企

業
で
御
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

技
能
検
定
は
様
々
な
職
種
で
働
く
人
の

技
能
を
評
価
す
る
国
家
検
定
制
度
で
、
企

業
や
学
校
で
長
年
に
わ
た
り
技
能
の
向
上

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
、
建
築
大
工
や
機
械
検
査

な
ど
約
40
職
種
の
検
定
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
是
非
と
も
御
活
用
く
だ
さ
い
。

受
検
す
る
た
め
に
は
、
等
級
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
受
検
資
格
が
必
要
で
す
。
受
検

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
、
県
内
各
所
で
配

布
す
る
受
検
案
内
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。

�
試
験
日
程

令
和
元
年
12
月
〜
令
和
2

年
2
月
（
検
定
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。）

�
受
検
案
内
・
受
検
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
北
浦
和
5
―
6
―
5

埼
玉
県

浦
和
合
同
庁
舎
5
階
）
他

�
受
検
申
請
方
法

10
月
7
日
㈪
〜
18
日

㈮
に
受
検
申
請
書
を
同
協
会
へ
提
出

�
受
検
手
数
料
（
各
等
級
・
職
種
共
通
）

学
科
試
験
の
み
受
検
�

3
�
1
0
0
円

実
技
試
験
の
み
受
検
�
1
8
�
2
0
0
円

実
技
と
学
科
の
両
方
�
2
1
�
3
0
0
円

※
実
技
試
験
の
手
数
料
を
、
令
和
元
年
度

後
期
試
験
か
ら
改
定
し
て
い
ま
す
。

※
本
年
4
月
1
日
現
在
35
歳
未
満
の
2
級

又
は
3
級
実
技
試
験
受
検
者
は
、
受
検

手
数
料
を
9
�
0
0
0
円
減
額
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

・
受
検
申
請
・
実
施
職
種
に
つ
い
て

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
0
4
8
―
8
2
9
―
2
8
0
2
）

http
://w

w
w.saitam

a-vada.or.jp/

・
技
能
検
定
制
度
全
般
に
つ
い
て

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

https://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/
a0811/kentei/index.htm

l

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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ダウンロードはこちら

八
月
七
日
㈬
に
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社

が
主
催
で
本
会
が
後
援
し
た
、
高
校
生

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

2
0
1
9
を
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
ビ
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。

県
内
よ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興

味
を
持
つ
高
校
生
二
十
二
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
キ

ャ
ン
プ
で
は
、
ブ
ラ
ウ
ザ
（
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ

ー
ジ
を
閲
覧
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
）
上
で
動
作
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
基
本
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
、

Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社
社
員
の
方
々
に
講
師

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
心
者
向
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
基

礎
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

後
半
に
は
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
動
く
ゲ
ー
ム

ア
プ
リ
開
発
の
体
験
を
行
い
、
参
加
者

は
興
味
深
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
優
先
リ
ス
ト
順
検
索

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
コ
ー
ド
を
組
み
込
ん
で
、
実
際

に
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
動
作
さ
せ
な
が
ら
、

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
奥
深
さ
を
体
感
し
て

い
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
人
材
不
足
が
叫
ば
れ

る
中
、
県
内
高
校
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
へ
の
意
識
向
上
に
繋
が
る
事
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

◇
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
の
概
要

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
概
要
の
講
義

・
Ｖ
ｉ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ

Ｓ
ｔ
ｕ

ｄ
ｉ
ｏ

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
の
使

い
方

・
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
講
義
と
演
習

・
Ｃ
Ｓ
Ｓ
の
講
義
と
演
習

・
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
Ｓ
ｃ
ｒ
ｉ
ｐ
ｔ

の
講
義
と
演
習

・
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
開
発
の
体

験

2019年春季労使交渉・中小企業業種別
妥結結果（加重平均）

2019年8月8日
［最終集計］ （一社）日本経済団体連合会

業 種
2019年 2018年

社数 妥結額 アップ
率 社数 妥結額 アップ

率

製
造
業

鉄鋼・非鉄金属 １４社 ５，１５６円 １．９８％ １５社 ４，９０９円 １．９３％

機械金属 ８９ ５，４７５ ２．０８ ９４ ５，４９５ ２．０９
電気機器 ２０ ４，９３３ １．９４ １７ ５，７２５ ２．１９
輸送用機器 １２ ４，７２５ １．８６ １１ ５，２１２ ２．０９
化 学 ２１ ５，６７８ ２．２１ ２３ ５，３６２ １．９６
紙・パルプ １３ ３，９２７ １．６０ １０ ４，４６５ １．８６
窯 業 １１ ５，２２０ １．９７ １２ ５，７６９ ２．２３
繊 維 １７ ３，６０５ １．６３ １８ ３，７５３ １．７０
印刷・出版 ９ ５，４２５ １．８４ １３ ５，６３０ １．９６
食 品 １９ ４，５２０ １．８８ ２１ ５，０３６ ２．００
その他製造業 １８ ５，１０９ １．８９ １７ ４，４６６ １．６７

製 造 業
平 均

２４３
５，１５９ １．９９

２５１
５，２４２ ２．０１

（４，８３０）（１．９１） （４，８２８）（１．９１）

非
製
造
業

商 業 ４１ ４，６２２ １．８３ ４８ ４，４８７ １．７９
金 融 ４ ４，３１４ １．７５ ３ ９，２８９ ３．７１
運輸・通信 ４３ ３，３４３ １．４２ ４９ ３，２６２ １．４２
土木・建設 ２２ ５，３５３ １．９８ １９ ５，１４８ １．９３
ガス・電気 １６ ４，２１２ １．５６ １３ ４，２６５ １．５８
その他非製造業 ２７ ４，５６６ １．９５ ２９ ４，３０４ １．７３

非製造業
平 均

１５３
４，２８６ １．７３

１６１
４，１９０ １．７０

（４，２６７）（１．７５） （４，２１０）（１．７２）

総 平 均 ３９６
４，８１５ １．８９

４１２
４，８０４ １．８９

（４，６１３）（１．８５） （４，５８６）（１．８４）

規
模
別

１００人未満 １１７
４，４１４ １．８１

１２４
４，５２８ １．８６

（４，３４６）（１．７９） （４，３６３）（１．８０）

１００～３００人
未 満

１９０
４，６９２ １．８５

１９８
４，５８７ １．８２

（４，６２９）（１．８４） （４，５４０）（１．８１）

３００～５００人
未 満

８９
５，０１２ １．９４

９０
５，０９５ １．９６

（４，９２７）（１．９３） （４，９９６）（１．９４）
（注）1）本調査は、地方別経済団体の協力により、従業員数500人

未満の17業種750社を対象に実施
2）404社（53．9％）で妥結しているが、このうち8社は平均

金額不明等の為、集計より除外
3）上記妥結額は、定期昇給（賃金体系維持分）等を含む
4）製造業平均、非製造業平均、総平均欄の（ ）内の数値は、

単純平均
5）2018年の数値は、2018年8月7日付最終集計結果

日日本本経経団団連連のの提提言言等等 高
校
生
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
2
0
1
9
を
開
催プログラミング演習

Visual Studio Code による開発

本会より参加者へ記念品贈呈
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七
月
二
九
日
〜
九
月
二
四
日

◆
七
・
二
九

第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
八

東
京
二
〇
二
〇
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ
る
講
演
会
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
）

◆
八
・
二
九

二
〇
一
九
地
域
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
九

発
達
障
害
者
雇
用
に
向
け
た

企
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
九
〜
二
〇

第
一
種
・
第
二
種

衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
四

中
小
企
業
向
け
事
業
継
続

セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

告

知

版

★
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
時

一
〇
月
三
日
㈭
・
四
日
㈮
九
時
三

〇
分
〜
一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

職
場
の
戦
力
と
し
て
、
周
囲
か
ら

期
待
さ
れ
る
実
力
を
身
に
つ
け
る

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ

ー
講
師

古
澤
美
奈
子
氏

★
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
〇
月
四
日
㈮
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

志
望
度
Ｕ
Ｐ
を
実
現
す
る
魅
力
あ

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
は
？

講
師

㈱
マ
イ
ナ
ビ
埼
玉
支
社
長

綿
貫

哲
也
氏

★
第
一
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時

一
一
月
五
日
㈫
一
三
時
一
五
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

埼
玉
県
立
春
日
部
工
業
高
校

内
容

教
育
現
場
の
視
察
と
意
見
交
換
会

〜
技
を
磨
き
心
を
育
む
〜

★
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時

一
一
月
六
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜

一
五
時
三
〇
分

会
場

さ
い
た
ま
市
立
大
宮
国
際
中
等
教

育
学
校

内
容

埼
玉
県
内
初
の
中
等
教
育
学
校
を

視
察
〜
国
際
的
に
活
躍
す
る
た
め

の
大
き
な�
志
�を
育
む
六
年
間
〜

★
秋
季
中
部
地
区
協
議
会

日
時

一
一
月
八
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時

会
場

埼
玉
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー

内
容

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
概
要
説
明
・
研
究
シ
ー

ズ
例
発
表
、
研
究
所
・
展
示
館
・

生
態
園
等
の
施
設
見
学

★
年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
一
月
一
四
日
㈭
一
〇
時
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

年
末
調
整
の
基
礎
か
ら
学
ぶ

講
師

特
定
社
会
保
険
労
務
士

小
島
信

一
氏

★
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
3
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
「
デ
ザ
イ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
組
織
へ
の
導
入
、

実
践
を
通
じ
企
業
の
独
自
価
値
を
創
造

し
よ
う
！
Ｄ
Ａ
Ｙ
1

日
時

一
一
月
二
〇
日
㈬
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

新
し
い
企
業
価
値
の
創
造
に
向
け

て
「
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
知
ろ
う
！

講
師

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
門
家

草
野
紀
親
氏

★
中
小
企
業
向
け
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ

Ａ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
一
月
二
六
日
㈫
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

中
小
企
業
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
活
用

（
事
例
、
効
果
と
課
題
）、
Ｒ
Ｐ
Ａ

導
入
の
功
罪
（
先
行
事
例
に
学
ぶ

活
用
推
進
の
ポ
イ
ン
ト
）

講
師

㈱
富
士
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
産
業

営
業
本
部
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
統

括
部
も
の
づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス
推
進

部
長

小
林
厚
夫
氏

Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社

デ
ジ
タ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部

林
薫
氏

★
第
四
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時

一
一
月
二
九
日
㈮
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

埼
玉
県
立
熊
谷
商
業
高
校

内
容

教
育
現
場
の
視
察
と
意
見
交
換
会

〜
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
と

も
に
、
先
進
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
教
育

を
融
合
さ
せ
、
地
域
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
を
育
成
す
る
〜

★
ハ
ー
ド
ク
レ
ー
ム
対
応
研
修

日
時

一
二
月
二
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

「
悪
質
な
ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
有

効
な
対
処
法
」
を
学
び
実
践
す
る

講
師

㈱
イ
ン
ソ
ー
ス

津
田
ひ
と
み
氏

★
人
事
評
価
者
実
践
研
修

日
時

一
二
月
四
日
㈬
一
〇
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

人
事
評
価
者
研
修
の
効
果
的
な
進

め
方

講
師

㈱
河
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表

取
締
役

河
合
克
彦
氏

★
第
二
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上

委
員
会

日
時

一
二
月
五
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ク
ッ
シ
テ
ィ

内
容

な
ぜ
組
織
力
の
強
い
企
業
は
1
on

1
を
実
践
し
て
い
る
の
か
？
〜
つ

い
て
い
き
た
い
リ
ー
ダ
ー
が
欠
か

さ
な
い
1
on
1
ス
キ
ル
の
要
諦
〜

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

加
地

照
子
氏

★
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
3
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
「
デ
ザ
イ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
組
織
へ
の
導
入
、

実
践
を
通
じ
企
業
の
独
自
価
値
を
創
造

し
よ
う
！
Ｄ
Ａ
Ｙ
2

日
時

一
二
月
一
七
日
㈫
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

「
感
性
価
値
」
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
創

る
！
〜
「
デ
ザ
イ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
に
よ
る
企
業
独
自
の
価
値
の

生
み
出
し
方

講
師

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
門
家

草
野
紀
親
氏

★
第
三
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上

委
員
会

日
時

一
二
月
一
八
日
㈬
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

幸
せ
な
職
場
の
つ
く
り
方
〜
誰
も

が
気
兼
ね
な
く
発
言
で
き
る
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
て
〜
�
修
復
的

対
話
�
を
学
び
、
体
験
し
、
そ
し

て
活
用
し
よ
う
！

講
師

埼
玉
県
立
大
学
教
授

梅
崎
薫
氏

★
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
一
九
日
㈭
一
四
時
〜
一
六

時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

東
大
教
授
が
教
え
る
�
や
ば
い
日

本
史
�
〜
人
は
�
す
ご
い
�
と
�
や

ば
い
�
で
で
き
て
い
る
！
〜

講
師

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授

本

郷
和
人
氏

★
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
3
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
「
デ
ザ
イ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
組
織
へ
の
導
入
、

実
践
を
通
じ
企
業
の
独
自
価
値
を
創
造

し
よ
う
！
Ｄ
Ａ
Ｙ
3

日
時

一
月
一
五
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

「
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の

企
業
へ
の
導
入
に
つ
い
て
学
び
、

体
感
し
よ
う
！

講
師

合
同
会
社
タ
ツ
ノ
経
営
デ
ザ
イ
ン

代
表

辰
野
博
一
氏

会
員
の
動
き

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
㈱

埼
玉

中
央
支
店

埼
玉
中
央
支
店
長

古
元

真
秀

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
二
―
二
八

五
―
二

6
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
六
四
三
―
六
五
五
六

（
資
）
七
百
億
円

（
従
）
二
六
〇
〇
〇
名

損
害
保
険
業

㈱
ム
ー
ミ
ン
物
語

代
表
取
締
役
社
長

渡
邊

基
樹

飯
能
市
大
字
宮
沢
三
二
七
―
六

電
話
〇
四
二
―
九
八
〇
―
五
五
一
五

（
資
）
二
十
億
三
千
二
百
万
円

（
従
）
四
四
三
名

テ
ー
マ
パ
ー
ク
運
営

㈱
武
蔵
野
銀
行

東
北
部
地
区

常
務
執
行
役
員

大
友

謙

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
四
―
三
三

三
―
一
三

Ｏ
Ｌ
Ｓ
ビ
ル

電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
六
一
一
一

金
融
業

〈
代
表
者
変
更
〉

有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法
人

北
関
東
事

務
所北

関
東
事
務
所
長

パ
ー
ト
ナ
ー
／
公

認
会
計
士

福
島

力
（
旧

福
田

厚
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

所
沢
支
店

支
店
長

高
木

玲
宏
（
旧

清
水

正
幸
）

公
益
財
団
法
人
埼
玉
り
そ
な
産
業
経
済
振

興
財
団

理
事
長

池
田

一
義
（
旧

渡
辺

拓
治
）

三
協
食
品
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

山
元

雅
弘
（
旧

東

武
士
）

〈
社
名
変
更
〉

コ
ー
セ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
㈱

（
旧

㈱
コ
ー
セ
ー

狭
山
事
業
所
）

㈱
さ
い
で
ん

（
旧

埼
玉
配
電
工
事
㈱
）

㈱
サ
ブ
ス
ク

（
旧

㈱
あ
な
た
の
幸
せ
が
私
の
幸
せ
）

〈
住
所
変
更
〉

㈱
ハ
グ
リ
ス

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
二
―
二
―
二

一

平
井
ビ
ル
4
Ｆ

（
旧

川
口
市
上
青
木
西
五
―
二
三
―

二
三
）

㈱
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

所
沢
市
東
住
吉
七
―
八

（
旧

所
沢
市
く
す
の
き
台
三
―
一
八

―
三
）
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埼
経
協
ニ
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2
0
1
9
年
9
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発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一‐

七‐

五‐

八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
一
般
社
団

法

人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

廣
澤
健
一

編
集
人

電
話
〇
四
八‐

六
四
七‐

四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五‐

八‐

三
六

事
業
だ
よ
り
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